
13.　丸ノ内線の建設 -4

丸ノ内線の建設
駅・施設

国会議事堂前駅の
エスカレーター

四ツ谷駅と五両編成の丸ノ内線車両 新宿駅ホーム

第3期工事 西銀座（現：銀座）～新宿間

　西銀座～新宿間は、内幸町

付近と山王ホテル横で潜函工

法、国会議事堂前付近でルー

フシールド工法が採用されま

した。また、四ツ谷駅は、丸ノ

内線内の茗荷谷～本郷三丁目

間、神田川横断部と同様に、

地上で江戸城外濠内を通る既設の国鉄中央線（現：JR

中央線）の上を横断する構造とし、四谷三丁目方のトン

ネルを浅くしました。

1959（昭和34）年3月
新規開通区間

西銀座～新宿　6.8km

池袋

新宿 御茶ノ水

東京

西銀座霞ケ関


